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輸血、血液注入、腹腔内血液穫留 (Blutrnnsfusion, Salzinfusion, und Zuriicklassen des 



















ヲ受ケ 担犬 J、組織／；破レタ2f衡 7回復スル可能性ガアJレ。以上ノ貧験トl司時＝血液成分ノ形態袋化7
観察シ夕方＂＊－ ノ表ノ；女日夕デアル。コレ＝依Jレト lfil管内輪前l'、前1球ノ減＇.l>7高度ノ：失血／際＝モ忽ナ司
クスル腹腔内血液ii：入／場合ユノ、24時間ノ後＝則復シ、 fi;続；t入／時ノ、非常＝オソク何ラ討入7行ノ、
ナ イ犬ト匿別シユクカツタ。以上ーヨツテ次ノ；事ガエよへノレ。 I 、腹n~~内／高度ノ失血ノ危険ハー ッ ，、
循環系障害＝アリ他ハJfil球喪失＝ヨノレ酸素機餓ユアノレ。 三、腹腔内 JfiL液残留ハヵ、ル ~l＼血ノ際最初／
1時間＝於ケノレ危険状態ヲ股シ組織＝卒後Iヲ保タシメナイ。 3、之等ノ、食殴i主入＝ヨツテ目的ヲ達ス。
4、腹腔内ユ洩留セノレ血液ハ最初1l日ノ巾ユ全部吸牧ザレ高度ノ；失血時＝於ケル患者／前1液、形態的
成分ガ凶復スル故＝腹腔内へ／内出血ノ｜際、止Ifit後生理的食臨水ュテ 1 :'l I割合ニ薄メテ 400-500
c I再注入ヲ行フソノ浅リノ血液ノ、腹腔内＝止メオク。酸素機餓7除去シ循袈系側1暗害ヲ除ク 51 ~ 
昌生理的食趨＊＇静脈士 t射ト共＝前述盆ヲ輸途サレ '51Jfit液ガ十分目的ヲ果ス。腹腔内＝竣サレ 担血液
ノ、最初ノ1日ノ中ニ吸収サレ患者ノ血液ノ形態的成分7岡復スル。（林勝）
4ブセシス廠酔現象 (J.Foged. lpsens Narkosephiinomen Deut. Z仕.f. Chir. 229・





































主主杢左氏J可諦節性脊髄麻酔J経験 (F. Bode. Erfahrungen mit der Kontrollierharen 
Spinalanaesthesie nach Pitkin. Bruns’Beitr. 150. Band, Heft .+ 1930) 




麻酔集／穆透ヲ湿クシ中毒症状ヲナクスル目的） Aethylalkohol l.:J ¥Liqt日ヨリ艇クλJレ9メ） Phy. 
NaCl-Los q. s. ad 2.0 
重fSpinocain ／陛方ハ
‘予‘、・》＂・》， d f:I 本外科資曲第ヘ巻；j'l_; 二放
？〈リvocaintl.2 Slrychnin 0.1川:J Amylprolamin 0.13 Propantriol 0.1 Phy. NaCl-LoE q. '・ ad. 
0.5デアJレ
著者ノ、主トシテ ~Jlf イ方ヲ用ヒタノデアノレガ帰~常薬使用前：lO分ニ ~Iorphin I Ii] -IJ.11~ ／皮下注射ヲナ
A。j心者ノ穿刺日寺ノ穏位，、軽イ Spinocainノ、頭部ユ昇Jレタメ7j(＇！＇側 f立デナス。穿刺部位ノ、1トE叉，、
町ト JV ノ腰惟間ヂ穿刺前ユ前以ヅテヲ Ephedrin－~ovocainloコung 注射シナガラ皮下司リ脊髄間切帯
ユ／正ピソレユゴリ Jfil'Wi；手下7防下同時二穿刺7無l(fiユナシ得Jレ。薬波注入後ノ、手術ユヨリテ手術選ノ








「サルチJI-酸ナトリウム」＝ヨ）j.静服硬化的注射 （九.Tentz=r, Genf. Di巴 phleboskleroti>-























1、 静脈痛内血行逆流ノタメ栓塞ノ危険ナキコ I・ n 
2、 治癒機鯨トシテ先ヅ静脈内膜ユ化撃的炎症ヲ起シ、 IfiL佼ヲ形成シ、とが組織化シ、ヤガテ静脈




血栓性服管炎J2-H氏＝ヨJI-循環「ホルモシ」療法 (0. Nordmann. Die B巴handlung 













ク着色シ冷人第 2fiノ、t責務ヲ遁Ive 右側燦欄動脈I事月号レナイ。 lSi土射後殆ンド無痛トナツタ。慮ヵ・




以上；1例ノ、閉塞性動脈内膜炎ヂアノレ。 ~p チ我 々 ハフレイノ循環「ホルモン」ヲ以テ閉塞性動脈内膜炎
ヲ治癒シ得9。
扱テ循環「ホルモン」／末給胤管＝封スル作用ハ前＝モ注ベタ様＝末梢動脈管ノ鎖張ヂアルガ、我キ
ハコレヲ説明スル鍔メ＝血管組織 ＇ 1京懸解除＝言及セネパナラント思 7。 ~p チ血栓性動脈内膜炎z J、







関節縦断力・起宮、叉血竪降下シテ｝~（）及ビi'O トサ ツ担。 48注射ヂ全ク無痛トナヅタ。
此例，、純粋ノ動脈硬牝症性壊死／｜燦＝モ循環「ホルモン」ノ用ヒノレベキデアノレ事ヲ示シテヰル。恐ラ
ク此際ユモ血管底堅善が大関係ヲ持、yテヰルnメヂアラウ。







直鴻注入法＝ヨJI-「ピエログラフ.f-_I Staus Kohler. Die rectale A usscheidungspyelo-
graphie. fi.ir ヌbl.f. Chir. :¥" r. 37・l<)3r;, S. 2306 
静脈注射法ユヨノレしピエログラ 7 イ＿，ガ絶封＝無害ナ毛ノトノ、•J;2, メレラナイノデ、著者ノ、腸管ヨ日
／（汲牧ユヨノレLピエログラフイー寸ノ方法7考案シタJレ。最初経目的方法ユヨ PLピエログラアイ－, 7 
試ミ夕方、結果，、夏クナカツ J0 ヲたヂ著者ノ、 il~：腸注入法ヲ考へタ。







ヲ毘ヲ加ヘル~Jr ナシ＝注入 ·＇－）レ。溶液ノ、 Lahrodil「630瓦ヲ，3りcc. ／＊＝溶解シ、10ー15滴 IL オピウム， 7
入レタモノデ、 it：入直前＝作Jレ。注入力・終レパ患者ヲ坐ラスノガ最モ頁ィ。 ；；け分後 Bnckyノ；肇／上
デ歴迫装置ヲ施ス。直腸波入法／日寺モ静脈注射法ノ時ト同様ニ輸尿管ノ！藍ilガ必要ヂアル。左側位ヲ
トラスト座迫装置ユヨリ液ハ高ク上手ナイモノデアノレカ＼タトへ液ガ左結腸湾曲マデ上ツテ毛、潟民
ノ邪魔ユハナラ叉。 II国ノ撒影デ不十分ナ時ハ、 1.・，分後ニ2同目ヲトノレ。南方／腎孟｛象7必要ト A Jレ時
＝ハ~迫装置ヲ置キ換へテ夏＝撮影スノレ。 ffi 々一側ノ！霊ill ヂ雨方ノ輸尿管 7)優キ得ルモノヂアノレガ、
定マツテノ、ヰナイ。斯タシテ得タ腎革、輸尿管ノ像ノ、ソノJ充盈度ニ於テ、続税脱法ニヨル Lピエログ
















寺防的光鵠療法 ( F. T. ¥¥'ooclbury. Prophylactic phototherapy. ¥Icdic:tl Journal and 
Record. ¥'1 i. CXX>: l l, ~o. 6. p 26 r.) 
人頓ノ、他ノ ~，，二物｜司徴用悶ノモノカラ Energy ヲトツテ＇i . t｛ ス Jレ。コノ Ene1gy 7 ]' . t叩 lialenergy




太陽光線ガ地上＝達スルnsノ波長ノ、2,890A.u. (IO Augst山 nunits or Augstroms, symbol ,¥. u. equal 
I micrcin）ト200.00(1人 u.トノ問ヂア P塵芥、煤煙、霧等＝ヨツテi慮過セラレノレo:!tJrクシテ太陽 lエ
ナージー寸ハ色々ノモノ＝吸牧セラレ熱5lハ化率的Lエナージー 1ュ鑓へラレ Jレ事ノ、竜太ナ意味ガアリ
従ツテ太陽 Energyノ、気候＝関係深イ事＝ナノレ。
j主！荷ノ、放~~ Energy f選律的受’作者 トシテfドリ物理的、化事的性質＝｛（ツテ細胞／内デ巳＝遁常ナ
波長ノモノヲ吸i紋シ化事的及物理感的 Energy＝著書へノレ。
日3川 L u.ヵラ2.円（）l)A.U I間デノ、潟if,(乾板ュ作用 ν他物ノ Chlorophyll ＝化撃的ニ作用スル。
問機ニ皮膚＝化率的事霊化ヲ輿へJレ故健康及ピ成長＝大ナル償1直ヲモツテヰJレ。：uso. ¥ u.ョ日以下ノ、
スベテノ表皮ユ吸牧セラレル。
28Gmu. (1.001) Millimicrons, symbol mμ, equal 1 micr叩） ト：1:;mμ. I間／波長デハコレニ照ラサ
レルト VitaminD ＝鑓ノレ Ergosterolヲ作リ出ス。コノ物質ノ、税＝吸牧サレ Jレ日寺ユノ、石灰ャ燐／利用
＝重要ナ影響7モグラ A 。石灰ャ燐／不足ノ：矯＝起Jレ多クノ病気ノ、コノ；放射 Energie＝ヨリ救済セ
ラレル。~~チ Rachitisガ好例デアノレ。 然シカケ過ギJレト粘膜＝炎症ヲ起ス。





］）病気惇染ト中毒ノ1象防 2）生活不i機鵠／；：ト；温7保持ス Jレタメノ balancer :i）放射 Energyヲ物E型
的、化撃的 Energy品鑓ヘノレモノ 4）寒浪、粗f骨、鋭鈍ノ*1.fSリヲ知覧スル務官 5） ~i干＝ヨル損失ヲ自主
7外分泌器官。




化祭光線Lラム 7・u、曽遁＼Vlra¥"ioletlamp トヨバレ熟光線しラム 7・1ノ、Rndiantheatlamp トヨパレ




草乳性i貴蕩姑息的療法J結末 (K. Neller. Dauerergebnisse ties palliativ opeiierten 
Ulcus perforatum. Arch. f.Kl. Chir. 161. B江nd. ru. 2 Heft Iリ3つ.:-. 2+4.) 
胃及十二指腸／穿孔性滋蕩ノ切｜徐ノ、英永線的効果カラ見ル時ノ、最頁ノ方法ヂアノレガ、年齢、一般状







l肘］附 Ifr )H¥I 日間／仰！古川明｜侠 温
; i 有
三 1！匝m … K 








丁・W1l圭i 手術前ノ状態 ｜ 手術
胃液ノ酸］if，、臨問者ノ強度ノ順＝列記スルト、
D 20 D rn D!l I lI I J」い；：











J:l J:l H :!O :2S ：け ;:n 』I .j;l 
:1 －・ ・[I－・ :l • ,)! ・；；2. ,'j • .jli －τ日一・川一 （分子ノ、 i持離~.＠酸、 分母ノ、申書、目立度、 D
ノ、E糧自費狭乏1支払lzsaurede日χit)
Lレントゲン寸倣査ノ結果，、ljoれ＝於テノ、食1ャ、／！＇：ク十二十日腸ヲ遁過セズ、リノ他ノモノデモ吻令部
可日ノり!'ti¥ガ主ヂ、胸門ヨリ λ ルi走ノ、普通司リズツトタJナイノヲ常トスノレ。＂＇ ,・' 1例幽門 hラ治ザカ
ツ 9 所ニ穿干L ノアツ夕、メ夕、＇~.（f- 合担ケヲシテ紅イタモノグアノレガ、此ノモノデハ降l門部／高度／遁
過臨時／タメ宵ノ扱張ト下:jfi:7 来シテ；，，~· 9 0 デアルカラ＇r'I腸吻合ノ、／［＼タK1レ限リ之ヲ行ツ夕方ガ頁イト
どー へラレル。





螺旋平続縫合Ji新法 山L’J'icgel,('lier eine neue :¥ f ClJir山 derPlattennaht-Scbraubpl-
attennaht. Die Chin時 ie()kt, I 930) 
此ノ方法二用 71レ務具ト材料 I）針＇.［：：－上ヲ移動可能／滑車之＝螺旋ヲ附シテ任意ノ位置＝図定シ i'.f
-p~：法＝箆Yレ励。 2）金属製怖図／［~，ド板、’，， j~ ＝針金ヲ mi ス孔アリ。：：）縫合用針金ノ、無＆tli'l"I：：鋼鎖線0
・I）縫合計ハ1.＼＝此目的ノパメニ作ラレタノL把lH'キ大曲針、針＝i合ヒテ針金ヲ遁ス孔アリ。 5）縫合／
同定ハl）ノ螺旋ニヨノレ。縫合方法ノ、成可夕涼ク遺クfir］傷線ヲR§：テテカケタノレ針金ノ一端＝平板ヲ貫キ、
JI~ ノ上エテ針金ノ螺旋IIえヲ作 P 止メトナス。 f也端＝同政干ti！－ヲ貫キ Jt ノ上＝滑・車ヲ差込ミ術者ハ針金





外 同 女 献 －、けーー.，・》4
接、腹部感染自I］傷ユモ~m シ得Y ト云フ。倫此法ノ、患者瞥家病院経皆者各自／方面ヨリ非常＝経済的ナ
Jレ新夏法ナリト云 70 （庄Jlt)
渦腹膜腎刷出 (Transperitoneale Nephrektornie. Zbl. f. Chir. Nr. ,3. 1930. S. 205J.) 

























大動1まJi披壁形成縫合 ＼’.Sじbaa！・《.Faltnaht cler A仁>rta.χbl.f. Chir. 











::-: H 水外科 w 幽第八谷第二 ~Jk
f也ノ部ハ腹部大動脈及ビ様、腸骨動脈ト密＝綴fス。 JI重修ヲ最I）出tセント操作7進ムルコト＝ヨリ突然動
脈側~~ ョリ大出前t7 来シ鮮 int線状ヲナシ奔V ＼ ，、。鴛メ＝全手術：ff' 出 1n1. ヲ以テ被ハレ危険ノ位置＝立チ
シモ大動脈ノ上＝加ヘラレタ Jレ手匪及ピ煩1~皆目ノ！壁沿＝ヨリ止血.－＇＇。コノ際大動脈ノ；最I]離露出僅少 z
uテ血管I霊峰・子ノ装Ilハ問題ニナラズ捻禅釧子7以テ法｝J：.大動脈損傷口／犯握＝成功シ一時的止Int
7 ｛号タ H。永久的止rntハ側音［I~吉鼓ノ容易＝ r骨l·車シ創口閉鎖 f；可能エシテ血管縫合＝依ラザJレベカラザ
ノレヤ明カナリ。依テ捻椋鮒子ヲ袋用シタルマ、動破損傷部ノ上及ピ下＝各二個 I；品目キ絹糸縫合ヲ施シ
タリ。而シテ各個ノ絹糸縫合ハ小サキ腸管総合主十ヲ以テifi)J脈~7 二箇所＝於テ把握シ結パズユソ／マ
、ニナ見。新ク凶倒ノ絹糸縫合装用ノ後、 fl子ョ日遠ザカリダ Jレ糸7結プコトユヨ 9&IJ脈壁ニニ倒／
成渓形成セラレ、鮒子二接近セJレ糸及ビ鈴子ノ；尖端7包ミ込ム。攻デ釧子ュ接近セJレ糸ヲ結ピ主lt子ヲ除
去ス。然 Jレ日十、動脈壁ノ二級車運J、互＝密着損傷口ヲ閉鎖シ永久的＝止前1セリ 0 :rノ際縫合計制日ヨリ













子戎ノ、J念事事鈴子ユテ t~鎧シ、きたテ・血管損傷音r；ノ雨側＝品目キ絹糸縫合ヲ施シ血管M ＝－ 扱聖書 7形成人各
縫合糸7結ピタル後陸搾子或ハ＆It子ヲ除去スノレ＝アリ。然Jレ日十、二E踏襲／密着＝ヨリテ血管壁fJ-l傷口
ヲ術閉止血ス。コノ｜奴縫合創ヨリノ僅力ノ/1＼血ノ、Lタンポ y「鹿迫ユヨリプ手易＝止Intシ｛尋Jしモノチリ。
最後＝本法ノ、小ナノレ大動脈tr＼似ノ li 'i ＇（勿論大mr：~ハ＼＞；＇； y ド致死的）ユハ簡単賀川的而カモ確貨ナル7
高調シ、術本例ノ、榊経細胞性市中t：＼腫ノi稀有ナノレ手術症例ナルヲモ附力日セリ。〈林女）











度nm量シテ、Lアチドーヂス寸Lアルカローヂス寸＝閲スノレLコントローJレ川、ナシタリ 0 !.: ＝.著者等ノ、
外 l通 文 献






股関節手術ノ侵入経路 (R. P. Osborne. The approach to the hip-joint. A critical review 










ラレテ居リ、関節／全露出ノ、甚ダ困難デアル。膿ノ排出ノミナラパ充分ナノレモ、 L ドレネー ヂ＇＝ノ、不
充分デアJレ、叉念性骨端骨炎ノ虫nFモノ、擢患部ノ全露出ユノ、確＝不満足デアノレ。










































コノ研究／結果著者ノ、次ノ主日夕考ヘル、卸チ鴻テノ（ ~uiヒ t ／手術二ノ＇， L ；，ミス、パターソン1ノ方
法ヲ選ムベキデアリ、総テ関節大腿骨頭頚＝直接ノ慮置ヲ要シ、引ツ Uキ、 Lドレネーヂ守ヲ要スyレガ
k日午化膿性疾患ノ場合ユノ、、著者ノ考案セル後｝jヨリ入 Pレ方法ヲ保用スノレ方便宜多カラント思ノ、レル
（様ilr)
